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平
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１
日
に
招
集
さ

れ
、
28
日
に
会
期
を
終
え
ま
し
た
。�

　
こ
の
定
例
市
議
会
で
は
、
中
央
北
地
区
整
備
事
業
に
係
る
事

業
費
の
追
加
等
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
合
計
24
の

案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
本
会
議
最
終
日
に
は
、「
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の

国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

な
ど
、
２
件
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
直
ち
に
関
係

大
臣
等
に
送
付
し
ま
し
た
。�
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9月定例会�
　この９月定例会では、「平
成１６年度一般会計補正予算（第
３回）」を審議しました。�
　この補正は、中央北地区整
備事業において、皮革工場等
移転補償交渉にめどがついた
ことにより、市都市整備公社
が借り入れる運営資金に係る
市の損失補償額を変更すると
ともに、借り入れ手数料等を
補正追加するものです。�
　この審議では、１６年度に

都市整備公社が借り入れる事
業運営資金を３５億３０００万円
増額して１３８億円とし、償還
期間の３０年間、市が損失を
補償しようとすることから、
増額に至った経緯や市財政に
及ぼす影響などが質されたほ
か、火打前処理場の稼働停止
の見通しなどについて、極め
て活発な議論が交わされまし
た。�
　また、この定例会では、「災

害対応特殊救急自動車の買入
れ」案件も審議しています。�
　これは、北消防署に配備し
ている高規格救急自動車の老
朽化に伴い、国庫補助を受け
て、高度救命処置用資機材を
装備した災害特殊救急自動車
を購入するものです。�
　救急の出動件数が年々増加
している中で、市民の生命を
守るため救急隊員のさらなる
活躍を期待します。�

第
５
回
市
議
会
（
定
例
会
）
日
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第1日（9月1日）�
○会期の決定�
○平成15年度水道事業会計決算認定など〔10議案〕⇒市長提案
説明�

〈議　案　熟　読〉�
第2日（9月6日）�
○平成15年度水道事業会計決算認定など〔10議案〕⇒質疑・委
員会付託�

○一般質問�
第3日（9月7日）�
○一般質問�
第4日（9月8日）�
○一般質問�

〈常任委員会審査〉�
〈決算特別委員会審査〉�

第5日（9月21日）�
○平成15年度一般・特別会計決算認定〔9議案〕⇒市長提案説明�
○平成16年度一般会計補正予算〔1議案〕⇒市長提案説明・質疑
・委員会付託�

〈常任委員会審査〉�
第6日（9月28日）�
○教育委員会委員の選任〔1議案〕⇒表決�
○平成15年度一般・特別会計決算認定〔9議案〕⇒質疑・付託�

〈決算特別委員会審査〉�
　　　　　　　　　　　・・・継続審査�

○平成15年度水道事業会計決算認定など〔11議案〕⇒各委員長
報告・質疑・討論・表決�

○意見書案〔2件〕⇒表決�
○請願〔1件〕⇒表決�

“皮革工場等”移転補償交渉にめど�
中央北地区整備事業で活発な論議�

常任委員会報告�

議　　　　長�

猪名川上流広域ごみ処理�
施設組合議会議員�農業委員会委員�

総 　 　 務 �

文 教 公 企 �

厚 生 経 済 �

建 　 　 設 �

議 会 運 営 �
委 　 員 　 会 �

志　水　隆　司�

◎安田末廣　○横谷弘務　向井陽子　吉田　進　住田由之輔�
　安田忠司　　中礼思無哉　角谷悠子　多久和桂子　黒田靖敏�

◎宮路尊士　○住田由之輔　倉谷八千子　岩田秀雄　志水隆司�
　土田　忠　　山口嘉和�

◎北上哲仁　○土谷一郎　村上祐章　西山博大　安田忠司�
　中礼思無哉　　横谷弘務　安田末廣�

◎吉田　進　○角谷悠子　向井陽子　黒田美智　梶田忠勝�
　菅原　巖　　辻　　優　久保義孝�

◎多久和桂子　○大谷真智子　松田恭男　吉富幸夫　越田謙治郎�
　江見輝男　　黒田靖敏�

　吉田　進　　大谷真智子　菅原　巖　江見輝男　岩田秀雄�
　土田　忠　　多久和桂子　久保義孝　山口嘉和�

◎菅原　巖　○江見輝男　大谷真智子　西山博大　辻　　優�
　多久和桂子　　山口嘉和�

◎梶田忠勝　○倉谷八千子　松田恭男　土谷一郎　横谷弘務�
　土田　忠　　久保義孝�

◎越田謙治郎　○黒田靖敏　向井陽子　黒田美智　中礼思無哉�
　角谷悠子　　志水隆司　安田末廣�

◎吉富幸夫　○岩田秀雄　北上哲仁　村上祐章　吉田　進�
　住田由之輔　　宮路尊士　安田忠司�

副　議　長�松　田　恭　男� 監 査 委 員 �西　山　博　大�

中礼思無哉　　安田末廣�

常
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10月25日・26日に開催した第6回臨時会で役員改選を行い、下記のとおり、市議会の新しい体制が決まりましたので、お知らせいたします。�

◎は委員長、○は副委員長�

市 議 会 の 新 し い 体 制 決 ま る市 議 会 の 新 し い 体 制 決 ま る �市 議 会 の 新 し い 体 制 決 ま る �

飛行場対策�
周辺整備調査�

まちづくり�
調　　　　査�

広 域 ご み�
処理施設調査�

第二名神高速道路�
周 辺 対 策 �



�
○文教公企常任委員協議会（市
立小学校における選挙ビラの
配布についてなど）�

�
○広域ごみ処理施設調査特別委
員会（平成15年度猪名川上流
広域ごみ処理施設組合予算の
繰越明許費の報告についてな
ど）�

○飛行場対策周辺整備調査特別
委員会（大阪国際空港の今後
の運用のあり方について）�

○議会運営委員会行政視察（文
京区・議会運営についてなど）�

○議会運営委員会行政視察（浜
松市・議会運営についてなど）�

○議会運営委員会�
○まちづくり調査特別委員会（中
央北地区整備事業について）�

�
○第５回市議会定例会（招集日）�
○議会運営委員会�

○第５回市議会定例会（第２日）�
○第５回市議会定例会（第３日）�
○第５回市議会定例会（第４日）�
○総務常任委員会�
○文教公企常任委員会�
○厚生経済常任委員会�
○広域ごみ処理施設調査特別委
員会（平成15年度猪名川上流
広域ごみ処理施設組合歳入歳
出決算認定についてなど）�

○建設常任委員会�
○公営企業会計決算審査特別委
員会�

○議会運営委員会�
○第５回市議会定例会（第５日）�
○議会運営委員会�
○議員協議会（教育委員会委員
の選任について）�

○総務常任委員会�
○建設常任委員会�
○第５回市議会定例会（最終日）�
○一般会計決算審査特別委員会�
○特別会計決算審査特別委員会�

○議員協議会（教育委員会委員
長退任あいさつ）�

�
○一般会計決算審査特別委員会�
○一般会計決算審査特別委員会�
○一般会計決算審査特別委員会�
○広域ごみ処理施設調査特別委
員会（「猪名川上流広域ごみ処
理施設建設事業  環境影響評価準
備書」に対する川西市長意見の
説明について）�

○特別会計決算審査特別委員会�
○議会運営委員会�
○建設常任委員協議会（北雲雀
丘（宝塚市域）の土地利用に
ついて）�

○広報委員会�
○第６回市議会臨時会（招集日）�
○議会運営委員会�
○議員協議会（監査委員の選挙に
ついて）�

○第６回市議会臨時会（最終日）�
○議会運営委員会�
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　平成16年度の国の予算編成
では、国の財政健全化方策が特
化され、国と地方の信頼関係を
著しく損ねる結果となったこと
は遺憾である。�
　こうした中、地方六団体は、
政府から地方公共団体に対し、
国庫補助負担金改革の具体案の
とりまとめの要請がなされたこ
とを受け、「国庫補助負担金等
に関する改革案」を政府に提出
したところである。�
　よって、当市議会は、三位一
体改革に際し、政府が国と地方
六団体との協議機関設置を改革
の条件とするなど、地方分権の
本旨にかなった改革が実現され
るよう強く要望する。�

地方分権推進のための国庫
補助負担金等に関する改革
実現を求める意見書〈要旨〉�

　郵政事業が、国民の利便性の
確保や福祉の増進などに寄与し
てきた中で、政府は郵政事業の
民営化等に関する基本方針を閣
議決定し、来年の通常国会には
「郵政基本法案」を提出し成立
を図る意向である。�
　「民営化」が実施されれば、
不採算地域のサービスが切り捨
てられ、国民生活全体に著しい
影響を及ぼすほか、郵便のユニ
バーサルサービス機能の低下な
どが危惧される。�
　よって、当市議会は、政府が、
現行の日本郵政公社の形態を維
持しながら、郵政事業をさらに
充実・発展されるよう強く要望
する。�

日本郵政公社の現行形
態維持を求める意見書
〈要旨〉�

　第6回臨時市議会が、
10月25日・26日の2日
間の会期で開かれ、閉
会中に特別委員会で審
査していた平成15年度
一般会計・特別会計決
算について審議し、い
ずれも決算書のとおり
認定しています。�
　また、市議会の役員
改選も行いましたが、
正副議長をはじめ、各
委員会等の新たな構成
については、1面下段
の表をご参照ください。�

第6回臨時市議会�

本
会
議
・
委
員
会
開
催
状
況�
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　一般質問は、本会議第2日目と第3日目、第4日目の3日間にわたり行わ
れ、17人の議員が、66項目について質問しました。�
　これらの質問のうち、17項目について、質問と答弁の要旨を掲載しました。�
　なお、要旨を掲載していない質問項目は、下段の「一般質問項目（掲載
分を除く）」をご参照ください。�一般質問一般質問�一般質問一般質問�一般質問�

議員　市内には、民間法人が運営す
る特別養護老人ホームや保育所など
が増えており、これらの施設に対し
ては、行政の責任において適切な指
導・援助が必要である。�
　各施設間の交流など、よりよい介
護や保育を進めるための具体的方策
について伺いたい。�
健康福祉部長　法人間の交流は情報

交換やサービスの質の向上を図る上
で有効な方策であると考えている。�
　市としては、介護保険事業者の間
で立ち上げが検討されている連絡会
などに対し、側面的な支援を行うほ
か、民間保育所間、あるいは、公立
保育所との交流を行うなどにより、
相互に質の高い保育が実施できるよ
う努めていきたい。�

議員　皮革工場等移転補償事業にお
いて、市は工場を経営する事業主に
対し、「工場全廃か、市の撤退か」
の選択を迫り、工場全廃を前提に事
業を推進している。�
　一部の事業主が汚水排水の停止に
同意していないと聞き及んでいるが、
市として、皮革産業を継続させてい

く考えはないか。�
理事　今回の選択は、事業主にとっ
て非常に厳しい選択であることは十
分に認識しているが、現下の財政状
況の下では、廃業に際する上物補償
を行う一方で、火打前処理場を稼働
させていくという選択は、到底、出
来るものではないと考えている。�

議員　近年、街区公園（街区内の居
住者全体の利用を目的とする公園）
では、子供が遊ぶ姿よりも、高齢者

などが地域交流の場として利用され
ている姿をよく見かける。�
　今後は、地域住民の福祉を重視し
た公園づくりを進める必要があ
ると考えるがどうか。�
土木部長　少子・高齢化が進行
する中で、市民の皆さんの協力
を得ながら、あらゆる世代が快
適に利用できる公園にしていく
べきと考え、地域住民の出会い
の場や憩いの場としての施設改
良などを進めてきている。�
　今後とも、地域の実情に応じ
た公園づくりを進めていきたい。�

議員　育児に自信をなくし、家に引
きこもりがちな親は、児童虐待の予
備軍になりかねないとも言われ、虐
待防止の予防施策が必要であると思
われる。�
　育児不安を軽減するためのボラン
ティアを養成し、訪問活動による子
育て支援事業を実施する考えはないか。�
健康福祉部長　訪問による子育て支

援事業については、平成１６年度に国
において、新たに「育児支援家庭訪
問事業」として創設されたところで
あり、組織づくりや人材確保などの
面で、かなりの準備を要する大きな
事業である。�
　今後、国・県の動向を見ながら、
実施方策などについて研究していき
たい。�

議員　平成１３年６月に発生した、大
阪教育大学附属池田小学校における
児童等殺傷事件以降、本市でも、さ
まざまな面で子供の安全に配慮され
てきているが、子供に非常事態が発
生した際に、保護者等に携帯電話で
子供の情報を提供できないか。�
教育振興部長　携帯電話を活用した

情報提供は、正確な情報を短時間で、
多くの人に同時発信できるメリット
がある。�
　本市でも、本年度から小学校１校
で実施されているが、今後、各学校
の実情等を十分に把握し、実施の条
件が整った学校から順次、情報発信
ができるよう支援していきたい。�

議員　平成１３年第４回定例市議会に
おいて、文化財資料館などでの解説
ボランティアについて質問した。�
　答弁では、実施に向けて検討する
とのことであったが、その後の検討
内容について伺いたい。�
生涯学習部長　本年１１月より、ボラ
ンティア養成講座を開設することと

しており、広報かわにしに募集案内
を掲載するとともに、公民館等に募
集要領を配付し、ボランティア参加
のＰＲに努める考えである。�
　また、養成講座終了後にはボラン
ティア組織を設立し、主体的に市内
文化財の解説等をしていただく予定
である。�

議員　現在、猪名川上流広域ごみ処
理施設組合によって、施設建設予定
地の用地買収が進められている。�
　その買収価格については、実勢価
格に比べて高過ぎるとの声が上がっ
ているが、市の判断を伺いたい。�
美化推進部長　当該施設組合では、
国の公示価格や県の基準地価格、近

隣の売買実例を基に、組合内に設置
した「公有財産価格等審査会」にお
いて、建設予定地の標準地価格を決
定し、管理者の決裁を経て個々の用
地買収価格が決定されている。�
　こうした手順は、県や本市でも採
用しており、適正に処理されている
ものと考えている。�

議員　全国には、稼働を終えたごみ
処理施設が多数放置されており、そ
の理由には、施設撤去に莫大な費用
を要することなどが挙げら
れる。�
　本市の新ごみ処理施設稼
働後における既存の処理施
設撤去の考え方について
伺いたい。�
美化推進部長　平成１６年度
に、廃焼却炉の解体費に対
する国庫補助制度が創設さ
れたところである。�
　しかし、この補助制度は、
解体跡地に廃棄物関連処理
施設を一体的に整備する場
合に限定されたものであり、
市としては、既存施設の撤

去や跡地利用計画について、さらに
検討していく必要があると考えてい
る。�
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○精神保健福祉の施策充実に関する
陳情書�

○「保育所運営費の一般財源化及び
施設整備費の削減」に関する意見
書提出の陳情書�

○要望書（障害者福祉に関する要望）�
○平成16年度　要望書（障害者福
祉施策に関する要望）�

○「大阪国際空港の今後の運用のあ
り方」について（要望）�

○要望書（障害者福祉に関する要望）�
○要望書（グループホームのフェン
ス・門扉の援助等に関する件）�

○公民館貸館の有料化についての要
望書�

○陳情書（教育基本法「改正」では
なく、教育基本法に基づく施策を
進めることを求める意見書を政府
等に提出することを求める件）�

○川西市の治安状況把握について�
○市民生活の安心・安全を確保するための行政対策について�
○市民生活や学校生活における防犯や防災への意識の高揚
と啓発について�

○「市民生活安全」の業務と窓口の一本化について�
○キャリアプランの作成について�
○庁内公募制と希望降格制度について�
○職員研修の充実について�
○人事評価制度導入のための評価者研修について�
○民間経験者の登用について�
○採用情報の積極的な発信について�
○採用プロセスの変更について�
○市民に誇れる開かれた行政サービスの実現のための行政
ＩＳＯ9001の認証取得について�

○平野駅前旧バスロータリー１階の有効活用について�
○市行政としての業務委託の考え方について�
○国庫補助負担金削減の動きに対する市の考え方について�
○児童虐待予防を踏まえた子育て支援事業における子育て
リーダー育成について�

○「うつ病」対策における啓発・相談事業の取り組みにつ
いて�

○ホームレスの実態と自立支援について�
○緑台老人福祉センターの教養娯楽室及び集会室の有効活
用について�

○現行の福祉医療費助成制度を守り抜く考えについて�
○国民健康保険医療費等の一部負担金減免について�
○住宅内に繁茂する庭樹の処理について�
○「広域ごみ処理施設運営委員会」の設置について�
○特定優良賃貸住宅の現状と今後のあり方について�
○公園への「思い出ベンチ」設置の考え方について�
○多田駅周辺の自転車駐車対策と多田自転車駐車場の管理・
運営に係る改善について�

○中央北地区開発における生活再建に対する補償について�
○「川西ゆうあい住宅」の所管部署について�
○歩車分離信号の導入について�
○各地域における公園の管理運営について�
○救急救命士による特定行為の年間及び月間の件数と救命
率について�

○メディカルコントロール体制の構築について�
○学校選択制度導入に伴う関係者への周知について�
○校区変更で関係者と協議することについて�
○校区外通学の安全確保について�

○幼稚園園区自由化による弊害について�
○公立中学校における体育系部活動の現状と当該部活動に
対する評価や認識について�

○体育系部活動に関するニーズへの対処方法について�
○児童育成クラブにおける現状課題と今後の意義や役割に
ついて�

○教材園や観賞園の木々を育てるための雨水貯留槽設置に
ついて�

○雨水による浸水被害防止に向けた浸透ます設置について�
○余裕教室の管理状況と地域活動への開放について�
○川西市生涯学習短期大学「レフネック」の充実と他の生
涯学習施設との連携などについて�

○県企業庁から受水している水をより安く購入するための
取り組みについて�

○水道事業経営において資産を取り崩して対応することに
ついて�

○水道事業の全体像を再構築することについて�
○一般会計から水道事業会計への補填を増やすことについて�
○市立川西病院における駐車場有料化に伴う進捗状況と実
施時期及び人と車の分離通行整備について�

○市立川西病院における清掃業務の現状について�
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一般質問�一般質問�

議員　福祉サービスや商店街の活性
化など、地域に役立つことを目的と
した「コミュニティビジネス」が注
目されている。�
　このコミュニティビジネスに対す
る市の支援策について伺いたい。�
市民生活部長　市商工会青年部の３０
周年記念事業としてプロデュースさ

れた「創っ店」をベースに、コミュ
ニティビジネスの事業化に向けて、
運営する組織母体等の検討をしてい
るところである。�
　今後、商工会や商店街等と調整を
図りながら、できるだけ早い時期に
実施できるよう支援をしていきたい
と考えている。�

議員　安全で住みよいまちづくりを
目指し、本市では、平成１１年６月１
日に「生活安全の推進に関する条例」
が施行されたが、犯罪件数を見ると、
平成１１年から平成１５年にかけて倍近
くに増えている。�
　条例施行後に実施した施策や今後
の対応策について伺いたい。�

総務部長　本市では、生活安全推進
連絡協議会を設置し、川西警察署や
各コミュニティ代表の方々に参加を
願い、情報交換等を行ってきている。�
　今後も、警察や防犯協会等の関係
団体と連携を強化し、防犯に対する
市民意識を高めるよう、きめ細かな
広報活動等に取り組んでいきたい。�

議員　本市の特定優良賃貸住宅（川
西ゆうあい住宅）７団地の空き家率
は、平成１５年度末で３４.４２％（５３戸）
となっているが、空き家が多い理由
とその対策を伺いたい。�
まちづくり部長　当該賃貸住宅の入
居率の低下は、国の制度による傾斜
家賃の割高感や民間の分譲マンショ

ンの低価格化、さらには、低金利に
よる住宅ローン等の割安感が原因で
はないかと考えている。�
　こうした状況は、全国的な課題で
もあることから、引き続き国に対し
て制度改善の要望を行うほか、特に
空き家の多い４団地の市営住宅化等
についても検討を重ねていきたい。�

議員　呉服橋周辺から東久代公園ま
での猪名川河川敷については、市民が

散策などが楽しめるような、安全で環
境の整った河川敷にすべきであると考
えるが、今後の整備計画を伺いたい。�
土木部長　本年５月に策定された「淀
川水系河川整備計画」の基礎案によ
ると、下加茂地区では河川形状の修
復が、また、東久代地区では堤防の
決壊による被害の回避・軽減を目標
とした堤防補強が、それぞれ具体的
な整備内容となっている。�
　東久代公園までの散策道について
は、最明寺川との合流点の形状など
から難しい面もあるが、今後とも、
猪名川河川事務所等と連携を密にし
ながら、環境整備に努めていきたい。�

議員　「公の施設」の管理方法につ
いては、昨年の地方自治法の改正に
伴い、これまでの「管理委託制度（委
託先は公的団体に限定）」から、「指
定管理者制度（委託先は民間事業者
やボランティア団体等まで拡大）」
へ２００６年９月までに移行される。�
　当該制度の導入に向けた市の基本
的な考え方を伺いたい。�
企画財政部長　今回の法改正の趣旨
は、民間経営の柔軟な発想やノウハ
ウを取り入れることで、経費の縮減
を図りながら質の高いサービスが提
供できるなどの点が挙げられている。�

　市としては、これらの趣旨を踏ま
え、利用者と市にメリットが生じる
ことを第一義とし、今後の具体的な
対応方針を決定していく考えである。�

議員　厳しい財政状況が続く中で、
これからの行政経営は、職員一人ひ
とりの力をいかに育成し、その能力
を発揮させるかが重要である。�
　平成１４年１２月定例会で、民間企業等
への職員派遣研修について一般質問を

したが、その後の検討経過を伺いたい。�
総務部長　この職員派遣研修につい
ては、派遣目的に合致する企業を広
い範囲で選定する必要があることか
ら、市単独での実施は難しいと判断
し、阪神広域行政圏協議会での実施
を働きかけてきたところである。�
　現在、同協議会事務局が中心とな
り、実施に向けた検討を行っている。�

議員　本年は、特に降雨による災害が全
国各地で発生し、避難勧告が届かずに被
災された方もおられるように聞いている。�
　自然災害時の市民への緊急避難通知
の伝達方法を伺いたい。�
総務部長　市の地域防災計画では、避
難準備、避難勧告、避難指示の三段階を

想定し、テレビ・ラジオ、広報車、あるい
は、口頭連絡などで伝達することにな
っているが、これらが十分機能しない
場合も想定しながら、携帯電話等のメー
ル機能の活用や自主防災組織等への連
絡体制を整備するとともに、独居老人の
方などへの対応にも配慮していきたい。�

北部処理センター�

議員　個人消費の低迷が続く中、小
規模店舗は大型店のように大々的な
情報提供ができない状況にある。�

　先進都市では、コストを抑えなが
ら宣伝効果を高める、携帯電話を利
用した「モバイル（携帯電話）商店

街サービス」を開始している
事例もあるが、本市の商店街
等に働きかける考えはないか。�
市民生活部長　モバイル商店
街サービスは、商店街等から
登録者へ直接送信できること
から、各店の商品情報や特色
あるサービスが効果的に発信
できる手段である。�
　今後は、先進都市で実施し
ているサービスの利点・欠点
等を十分に調査し、研究を深
めながら、商店街等へ情報提
供をしていきたい。�

議員　心肺停止状態にある傷病者の
救命効果を上げるには、救急救命士
による搬送時の救命処置が極めて重
要となる。�
　本市における救急救命士の特定行
為（救急救命士が行
える救命処置）の範
囲や技能向上対策に
ついて伺いたい。�
消防長　本市の救急
救命士の特定行為は、
除細動（心肺蘇生行
為）、専用器具を用い
た気道確保、静脈路
確保の３項目で、平
成１５年度の特定行為
総数は６２件である。�

　技能向上対策としては、全救急救
命士を病院実習やステップアップ研
修、あるいは、ドクターカー同乗実�
習等に参加させ、医学的知識や技術
の向上を目指している。�
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一般会計（市民活動費）補正予算を可決�
厚生経済常任委員会�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�
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問�

問�
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■災害対応特殊救急自動車の買入れ
について�
　本案は、北消防署に配備している

高規格救急自動車の老朽化が著しい

ため、国庫補助を受けて、高度救命

処置用資機材を装備した災害対応特

殊救急自動車に買い換えようとする

ものである。�
今回の災害対応特殊救急自動
車の購入契約の方法を随意契

約とした経過について伺いたい。�
契約事務については、適正化
を図るため絶えず改善に努め

ている。�
　今回の救急自動車の買い入れは、
指名競争入札による事務を進めてい
たが、指名した３社のうち２社が、
急きょ入札参加の辞退及び不参加と
なったため、入札行為の不成立によ
り、見積もり合わせによる随意契約
としたものである。�
■平成16年度川西市一般会計補正
予算（第３回）〈分割付託〉�
本補正は、中央北地区整備事
業に係る皮革工場の移転補償

交渉等が最終段階に至ったとして、
同事業を推進する川西市都市整備公社
の運営資金の借り入れに対して、市が
その融資機関に行う損失補償の債務負

担行為（地方公共団体が建設工事をし
たり土地を購入する場合、数年度にわ
たる債務を負担する契約を結ぶなど、
将来の財政支出を約束する行為を予算
として定めるもの。）を１０２億７０００万
円から１３８億円に変更しようとして
いるが、増額要因について伺いたい。�

今回の事業費増額は、事業進
展に伴うものであり、建物な

ど財産権の補償では、物件調査時点
での対象件数の増、あるいは、建物
の総床面積の実測値増によるもの
で、約１１億円と積算している。また、
事業主や従業員の生活再建補償につ
いても追加しようとするものである。�

◇　◇　◇�
反対意見　中央北地区整備事業の将
来の見通しが不透明なことや、営業
を続けたい意向の方との話し合いも
不十分と思える中で、増額補正され
た本案には賛成できない。�
賛成意見　川西市の地場産業であり、
世界に誇れる皮革産業が無くなるこ
とは、地元の方々にとっても、市に
とっても英断である。今後の土地利
用については、川西市の将来を見据
え、市の最重点課題として英知を結
集し、積極的に取り組んでいかれる
よう要望し、本案に賛成する。�

答�

�

■平成16年度川西市一般会計補正
予算（第２回）〈分割付託〉�
今回の補正では、自治会館整
備事業補助金３３６万８０００円が

追加されようとしているが、その補
助基準について伺いたい。�

同補助金は、自治会館の新築
費用１５００万円以上で４５０万円

を、増改築では７５０万円以上で２２５
万円を限度額とし、整備事業費の１０
分の３を基本として補助することと

している。�
■平成16年度川西市介護保険事業
特別会計補正予算（第１回）�

　本補正は、平成15年度の介護サー

ビス等の保険給付額に応じ交付され

た国・県の介護給付費負担金の精算

に伴い、概算で受けていた交付額が

1601万3000円の超過となったため、

平成16年度の歳入歳出予算において

同額を追加し、国・県へ返還しよう

とするものである。�

答�

�
�
�
�

■全員賛成■�
〈条例の一部改正〉�

○川西市改良住宅の設置及び管理に関する
条例（建設）�

〈補正予算〉�
○平成16年度川西市一般会計第２回補正（各
委分割付託）�
○平成16年度川西市介護保険事業特別会
計第１回補正（厚生経済）�

〈その他〉�
○教育委員会委員の選任�
○兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変
更（総務）�
○兵庫県市町村職員退職手当組合を組織す
る地方公共団体の数の増減及び兵庫県市
町村職員退職手当組合規約の変更（同）�

○災害対応特殊救急自動車の買入れ（同）�
○災害対応特殊消防ポンプ自動車・ＣＤ－
Ⅰ型の買入れ（同）�
○丹波少年自然の家事務組合を組織する地
方公共団体の数の増減及び丹波少年自然
の家事務組合規約の変更（文教公企）�

■賛成多数■�
〈補正予算〉�

○平成16年度川西市一般会計第３回補正（総
務・建設）�

〈決　算〉�
○平成15年度川西市水道事業会計決算認
定（公企会計決算特別委）�
○平成15年度川西市病院事業会計決算認
定（同）�

■継続審査■�
〈決　算〉�

○平成15年度川西市一般会計決算認定（一
般会計決算特別委）�
○平成15年度川西市国民健康保険事業特

別会計決算認定（特別会計決算特別委）�
○平成15年度川西市老人保健事業特別会
計決算認定（同）�
○平成15年度川西市農業共済事業特別会
計決算認定（同）�
○平成15年度川西市交通災害共済事業特
別会計決算認定（同）�
○平成15年度川西市下水道事業特別会計
決算認定（同）�
○平成15年度川西市駐車場事業特別会計
決算認定（同）�
○平成15年度川西市住宅街区整備用地先
行取得事業特別会計決算認定（同）�
○平成15年度川西市介護保険事業特別会
計決算認定（同）�

【請　　願】�
■採　　択■�

○日本郵政公社の堅持を求める請願書�

【注】（　）は付託された委員会です。�

答�

一般会計（都市計画費）補正予算で論議�
建設常任委員会�火打前処理場の廃止時期など�

災害対応特殊救急自動車の買い入れを審議�
総務常任委員会�「中央北地区整備事業」関連経費の補正も�

　10月の議会役員の
選出に伴い、市議会広
報委員会のメンバーが
新たに決まりました。�
　今後とも、よろしく
お願いいたします。�

委 員 長�
副委員長 �
委　　員�

江見　輝男�
黒田　美智�
北上　哲仁�
倉谷八千子�
吉田　　進�
吉富　幸夫�
梶田　忠勝�
越田謙治郎�
安田　忠司�
菅原　　巖�
黒田　靖敏�
�

市議会新広報委員�

自治会館整備事業補助金の追加�

■平成16年度川西市一般会計補正
予算（第３回）〈分割付託〉�
今回の補正は、中央北地区整
備事業における皮革工場等の

移転補償交渉にめどが立ったとして、
その事業費が追加されようとしてい
るが、移転補償完了後における火打
前処理場の廃止時期について伺いたい。�

当該処理場の廃止時期について
は、今後の補償交渉の進捗と皮

革組合等との協議により決定すること
になるため、現時点では未確定ではあ
るが、原則的には平成１７年３月末と
考えている。�

◇　◇　◇�
反対意見　中央北地区
整備事業の先行きが依
然として不透明である
中で、今回の補償のあ
り方やその内容につい
ては理解しがたいもの
となっており、本補正
案には賛成できない。�
■川西市改良住宅の設
置及び管理に関する
条例の一部を改正す

る条例の制定について�
　本案は、改良住宅日高団地（Ｂ－２

棟）が竣工することに伴い、その家賃

月額と同敷地内に整備する駐車場の使

用料月額を定めようとするものである。�
Ｂ－２棟の建設については、
用地買収に長期間を要したこ

とから、入居待機者の状況について
伺いたい。�

民間借家で６世帯、仮設住宅
で２世帯が待機されており、

今回、これら８世帯全てが入居され
る予定である。�

問�

問�

答�

審 議 案 件�

　今期定例会の常任委員会で審査された議案は、総務委員会４件、文
教公企委員会１件、厚生経済委員会１件、建設委員会１件、四つの委
員会に分割付託された補正予算案１件、総務・建設の二つの委員会に
分割付託された補正予算案１件の計９件です。�
　ここでは、各委員会の審査における質疑などの一部について、その
要旨を掲載しています。�

常任委員会報告常任委員会報告�常任委員会報告�

文教公企常任委員会�一般会計（教育費）補正予算も�
丹波少年自然の家 事務組合規約の変更を可決�

■丹波少年自然の家事務組合を組織
する地方公共団体の数の増減及び
丹波少年自然の家事務組合規約の
変更について�

　本案は、合併により「丹波市」が

設立されるのに伴い、丹波少年自然

の家事務組合を組織する地方公共団

体の数に増減が生じるため、同組合

規約の変更について、関係市町の議

会の議決を経ようとするものであ

る。�
組合議員数が２８名から１８名へ
と１０名減員されようとしてい

るが、その根拠について伺いたい。�

組合議員は、８市７町の市町
長と議会議長を充てることと

なっており、その中から選出される
管理者と副管理者の２名を除く、２８
名で構成されている。�
　今回、氷上郡の６町が合併し丹波
市となることにより、組合を構成す
る市町数が９市１町となるため、２０
名から正副管理者を除いた１８名が
議員となる。�
■平成16年度川西市一般会計補正
予算（第２回）〈分割付託〉�
今回の補正では、個人住宅建
設に伴う文化財の発掘調査費
用が追加されようとしてい
る。�
　その調査によって発掘さ
れた文化財の保存方法につ
いて、市の対応を伺いた
い。�

個人住宅用地から発
掘した文化財は、写

真を含めた報告書を年度ご
とに作成し、記録として保
存している。�
　また、重要な遺跡地など
の場合には、保存に向けた
協議をすることとしてい
る。�

問�

答�

問�

答�

　川西市議会では、本会議はも
とより、議会運営委員会をはじ
め、常任・特別委員会など、す
べての会議を公開しています。�
　これらの会議では、皆さんの
日常生活に関わりの深い重要な
事柄が審議・審査されています。�
　市の方針や議会活動を知るよ
い機会ともなりますので、ぜひ
傍聴にお越しください。�
　なお、次の12月定例会は、
12月1日から開かれる予定です。�
　これらの会議の開催日程等に
ついては、市議会事務局（TEL：
740－1255)にお問い合わせい
ただくか、市議会ホームページ�
（http://www.city.kawanishi.hyogo
.jp）をご覧ください。�

市 議 会 の 新 し い 体 制 決 ま る �


